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人権教育をとりまく現状について

，町、，

心にとめてほしい
人権教育『九j話

~ 

文部科学省人権教育の指導方法等に関する調査研究会議委員，上越市

子どもの権利委員会委員。鹿児島大学教育学部教授を経て平成20年か

ら現職。

上越教育大学大学院
学校教育研究科教授

問信詑正野梅

社
会
を
根
底
で
支
え
る
教
育

戦
争
の
惨
禍
が
な
く
と
も
、
人
は
、
数

十
年
を
も
っ
て
、
そ
の
生
を
尽
き
る
。
そ

し
て
な
お
、
病
や
災
害
を
身
に
受
け
た
人

生
が
一
瞬
の
う
ち
に
踏
み
に
じ
ら
れ
、
「
人

種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
」
(
憲
法
第
十
四
条
)
を
も
っ
て
差
別

と
偏
見
に
晒
さ
れ
、
平
穏
な
人
生
の
全
う

を
途
端
に
奪
わ
れ
る
人
は
、
少
な
く
な
い
。

生
存
と
尊
厳
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
生
活

が
、
意
想
外
に
得
難
い
こ
と
を
、
人
は
、

成
長
す
る
ど
こ
か
で
、
気
付
い
て
ゆ
く
。

権
力
や
財
産
、
頑
健
な
身
体
を
持
た
ず
と

も
、
な
に
を
さ
て
お
き
、
人
の
生
命
(
生

存
権
)
を
、
生
命
だ
け
で
な
く
尊
厳
(
人

格
権
)
を
も
脅
か
さ
れ
ぬ
、
平
穏
な
人
生

の
全
う
を
願
い
、
(
学
校
や
自
治
体
、
国

家
と
い
う
)
属
す
る
社
会
の
義
務
と
規
制

を
、
自
ら
受
け
入
れ
遵
守
し
よ
う
と
す
る
。

だ
が
、
た
と
え
人
権
が
生
ま
れ
な
が
ら

人
に
付
さ
れ
る
自
明
の
権
利
で
あ
る
と
し

て
も
、
「
権
利
の
保
障
を
実
際
に
機
能
さ

せ
る
資
質
・
能
力
を
備
え
た
人
が
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
。

し
た
が
っ
て
民
主
主
義
的
な
市
民
社
会

は
、
否
も
応
も
な
く
、
社
会
を
根
幹
で
支

え
る
原
理
、
「
人
権
尊
重
の
精
神
を
酒
養

す
る
教
育
」
(
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
)
を
、
社

会
の
存
立
を
か
け
て
、
市
民
及
び
(
将
来

の
市
民
と
な
る
)
児
童
生
徒
に
、
繰
り
返

し
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
*
1
0

こ
う
し
た
意
味
で
、
人
権
教
育
は
、
社

会
に
対
す
る
信
頼
を
根
底
で
支
え
る
教
育

で
あ
る
と
、

い
え
る
、だ
ろ
う
。
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一一
規
制
の
根
拠
を
構
成
す
る
教

育
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人
が
自
身
の
奔
放
な
自
由
に
対
す
る
規

制
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と

で
よ
り
確
実
な
自
身
の
権
利
保
障
、
平
穏

な
生
活
と
環
境
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
、
人
権
保
障
を
根
拠
に
置
い
た

調
整
や
規
制
は
、
今
日
の
日
本
社
会
、
対

立
す
る
価
値
と
行
動
規
範
を
も
っ
子
ど
も

と
保
護
者
、
学
校
・
教
師
の
関
係
を
調
整

す
る
際
の
、
公
的
根
拠
の

一
つ
に
、
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。

『
生
徒
指
導
提
要
』
(
文
科
省
二

O
一

O
年
)
に
、
「
『
自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に

他
の
人
の
大
切
さ
を
認
め
る
』
人
権
尊
重

の
視
点
に
立
っ
た
生
徒
指
導
が
求
め
ら
れ

ま
す
(
第
四
章
第

一
節
二
)
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
「
人
権
教

育
の
指
導
方
法
等
の
在
り
方
に
つ

い
て

[
第
三
次
と
り
ま
と
め
]
」
(
文
科
省
二

O

O
八
年
)
か
ら
の
引
用
と
気
付
か
れ
た
方

も
、
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
、
「
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
て
豊
か
な
言
語
環
境
を
整
え
る
よ
う
に



し
ま
す
。
(
第
二
章
第

一
節
一
(
四
)
)
。

「
人
権
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、
共
同
社

会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
市
民
性
意
識
と

社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
資
質
を
育
成
す

る
た
め
の
開
発
的
・
予
防
的
な
生
徒
指
導

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
(
第
六
章

第
六
節
二
(
三
)
)
な
ど
、
随
所
に
、

「
人
権
」
の
語
を
用
い
る
形
で
、
規
制
と

規
律
に
関
わ
る
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

[第
三
次
と
り
ま
と

め
]
に
お
い
て
既
に
、

「誰
で
あ
れ
、

他

の
人
の
尊
厳
や
価
値
を
尊
重
し
、
そ
れ
を

侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
と
責

任
と
を
負
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
(
四
頁
)

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
『
生
徒
指
導
提
要
』

に
お
い
て
も
、
人
権
尊
重
の
視
点
を
ふ
ま

え
た
生
活
規
範
・
規
律
の
構
築
が
意
識
さ

れ
て
い
る
も
の
と
、
理
解
で
き
る
。

自
身
の
生
存
と
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
、
傷

つ
い
た
痛
み
を
理
解
、
受
容
し
て
も
ら
え

ぬ
の
に
、
社
会
(
も
し
く
は
学
校
)
を
愛

す
る
こ
と
、
規
制
や
モ
ラ
ル
を
遵
守
す
る

こ
と
だ
け
を
要
請
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
で

き
な
い
相
談
で
あ
ろ
う
。
こ
う
思
う
人
も

少
な
く
な
い
。
い
ま
私
た
ち
は
、
そ
の
よ

う
な
社
会
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
る
。

人
権
教
育
は
、
異
な
る
価
値
や
感
性
、

競
合
し
対
立
す
る
正
義
を
調
整
し
、
自
省

を
求
め
、
共
存
さ
せ
る
。
合
理
的
規
制
の

受
容
・
遵
守
を
求
め
る
。
こ
う
し
た
根
拠

を
提
供
す
る
役
割
を
、
担
い
つ
つ
あ
る
。

管 )警 )人権教育の推進について

一一一
人
の
痛
み
を
『
想
像
」
す
る

教
育

人
権
尊
重
の
知
識
や
理
非
弁
別
を
理
解

で
き
て
い
る
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
目
の
前
に
進
行
す
る
人
権
侵
害
に
気

付
き
、
心
を
痛
め
、
行
為
す
る
者
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
い
か
ほ
ど
の
知
識
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
て
も
、
被
害
に
向
か
う
初

発
の
想
像
さ
え
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
意
味
と
意
義
は
失
わ
れ
て
し
ま
う

t
t
人
権
を
尊
重
す
る
判
断
と
対
応
に

向
か
わ
せ
る
初
発
の
契
機
、
被
害
の
痛
み

を
想
像
す
る
姿
勢
と
習
性
が
、
大
切
な
の

で
あ
る
。

中
学
生
が
学
校
内
で
性
的
暴
力
を
受
け

た
事
件
の
裁
判
(
二

O
O
一
年

一
月
三
十

日
地
裁
判
決
。
著
名
で
公
表
済
の
判
決
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
地
裁
名
を
伏
せ
る
)

で
は
、
被
害
生
徒
は
三
回
、
担
任
教
諭
に

相
談
し
て
い
た
。
明
確
に
性
的
暴
力
を
申

告
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
判

決
は
、

「
一
人
で
わ
ざ
わ
ざ
職
員
室
に
相

談
し
に
来
た
こ
と
の
意
味
や
、
性
的
被
害

の
相
談
時
の
笑
み
は
被
害
の
軽
微
さ
を
示

す
も
の
で
は
な
く
、
差
恥
心
の
表
れ
に
す

ぎ
な
い
」
と
、
学
校
側
の
過
失
を
認
め
た

養

3

。い
ま

一
つ
、
中
学
生
が
継
続
的
な
い
じ

め
を
受
け
て
自
殺
し
た
事
件
の
判
決
(
一

九
九
四
年
五
月
二
十
日
高
裁
判
決
)
を
取

り
上
げ
て
お
き
た
い
。
被
害
生
徒
は
、
休

憩
時
間
中
の
教
室
内
で
、
特
定
の
生
徒
た

ち
か
ら
、
顔
に
フ
ェ
ル
ト
ベ
ン
で
口
髭
の

よ
う
な
模
様
を
描
き
込
ま
れ
、
嫌
が
る
様

子
も
な
く
、
教
室
前
の
廊
下
等
を
踊
る
よ

う
に
歩
い
て
い
た
。
「
嫌
が
る
様
子
」
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
判
決
は
、
そ
の
表

情
が
ど
う
で
あ
れ
、
「
通
常
人
の
感
覚
か

ら
す
れ
ば
屈
辱
的
な
仕
打
ち
」
で
あ
っ
た
。

二

見
ひ
ょ
う
き
ん
な
振
舞
い
を
し
た
こ

と
」
が
真
実
の
心
情
を
表
す
も
の
で
な
い

の
だ
と
、
指
摘
し
た
#
4
。

裁
判
所
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、

経
験
を
積
ん
だ
教
師
な
ら
ば
、
ど
な
た
も

が
、
実
感
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
正
邪
の
区
別
が
つ
い
て
い
る
と

し
て
も
、
表
情
の
奥
に
あ
る
「
痛
み
」
を

想
像
し
、
心
を
傾
け
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

被
害
者
に
共
感
す
る
こ
と
な
ど
、
で
き
よ

う
も
な
い
。
想
像
し
、
共
感
す
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
行
為
す
る
初
発
の
契
機
は
生

ま
れ
な
い
。
「
妄
想
」
で
は
な
い
。
知
識

や
経
験
、
体
験
に
基
づ
く
、
学
校
教
育
に

お
け
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
、
人
権
に
関
わ
る

学
習
を
通
し
て
の
、
「
想
像
」
す
る
力
で

あ
る
。知

識
を
習
得
し
理
解
す
る
学
習
で
あ
れ
、

個
別
人
権
課
題
の
学
習
で
あ
れ
、
交
流
体

験
学
習
で
あ
れ
、
参
加
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
で
あ
れ
、
生
存
や
人
格
を
脅
か
さ
れ
て

い
る
人
、
表
層
の
笑
顔
に
隠
さ
れ
た
痛
み
、

人
権
侵
害
に
抗
し
立
ち
向
か
う
人
の
姿
を
、

自
ら
想
像
す
る
姿
勢
、
資
質
の
醸
成
に
向

か
わ
せ
、
収
散
さ
せ
て
い
く
、
こ
う
し
た

明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
の
学
習
プ
ロ

セ
ス
が
、
大
切
で
あ
る
よ
う
に
、
思
う
の

で
あ
る
。

四

「
参
加
」
や
「
体
験
」

切
に
す
る
教
育

を
大

[
第
三
次
と
り
ま
と
め
]
に
、
(
人
権

感
覚
を
支
え
る
技
能
の
多
く
は
)
「
児
童

生
徒
が
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
は
じ
め
て

学
習
で
き
る
」
、

「自
ら
主
体
的
に
、
し
か

も
学
級
の
他
の
児
童
生
徒
た
ち
と
と
も
に

学
習
活
動
に
参
加
し
、
協
力
的
に
活
動
し
、

体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
は
じ
め
て
身
に

付
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
指
摘
さ
れ
た
「
協
力
」
「
参
加
」

「
体
験
」
の
学
習
は
、
欧
米
に
お
い
て
、

戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
近
年
に
お
い
て
も
、

「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
計
画
」
の
「
第

一
一フ
ェ
ー
ズ
行
動
計
画
(
二
O
一
0
1
二

O
一
四
)
」
が
、
「
参
加
型
の
教
育
法
を
活

用
す
る
」
、
「
人
権
を
、
抽
象
的
な
規
範
の

表
現
か
ら
、
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
、

及
び
政
治
的
状
況
の
現
実
へ
と
変
容
さ
せ

る
方
法
及
、
び
手
段
に
つ
い
て
の
対
話
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
権
を
学
習
者
の
日

常
生
活
と
関
連
さ
せ
る
」
ょ
う
、
求
め
て
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い
る
。都

道
府
県
教
育
委
員
会
の
人
権
教
育
資

料
に
も
、
参
加
型
学
習
の
事
例
が
多
数
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
権
教
育
指

導
者
研
修
(
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
)
で
は
、

一一

O
一
0
年
度
か
ら
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
試
み
ら
れ
て
い
る
。

「
協
力
」
「
参
加
」
「
体
験
」
を
組
み
入

れ
た
学
習
が
、
重
要
性
を
増
し
て
き
で
い

る。五

教
師
と
行
政
が
リ
ー
ド
す
る

教
育

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
人
権
教

育
資
料
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
人
権
課
題
の
指
導
案
や
教
材
、
広
く
実

践
さ
れ
て
き
た
福
祉
施
設
や
特
別
支
援
学

校
と
の
交
流
体
験
や
疑
似
体
験
(
栃
木
県
、

埼
玉
県
、
香
川
県
、
岡
山
県
な
ど
)
な
ど

の
、
豊
富
な
指
導
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い

る。
ま
た
、
最
近
で
は
、
国
連
や
ユ
ニ
セ
フ
、

欧
米
の
研
究
を
通
し
紹
介
さ
れ
て
き
た
、

「
権
利
の
熱
気
球
」
(
青
森
県
、
埼
玉
県
、

岡
山
県
な
ど
)
、
「
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」

(
埼
玉
県
な
ど
)
、
「
ち
が
い
の
ち
が
い
」

(
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
和
歌
山
県
、
香
川

県
、
岡
山
県
な
ど
)
、
ご
歩
前
へ
進
め
」

(
埼
玉
県
、
静
岡
県
な
ど
)
、
「
対
立
に
学

ぶ
」
(
京
都
府
、
岡
山
県
な
ど
)
な
ど
、

世
界
と
日
本
の
施
策
、
研
究
、
実
践
を
ふ

ま
え
た
指
導
事
例
が
、
数
多
く
掲
載
さ
れ

て
き
た
肴
5
0

喫
緊
の
課
題
、
東
日
本
大
震
災
に
関
し

て
も
、
本
年
、
東
京
都
教
育
委
員
会
『
人

権
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
学
校
教
育
編
)
』
(
二

O

一二
年
三
月
)
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
「
震
災
と
人
権
」
を
、
「
第

二
次
岡
山
県
人
権
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
が
、

「
東
日
本
大
震
災
と
人
権
」
を
、
特
立
し

て
記
載
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
に
よ
る
人
権
教
育
資
料
の

水
準
の
高
さ
に
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。

研
究
者
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行

政
や
学
校
の
取
組
に
対
し
て
も
、
よ
り
正

当
で
応
分
の
評
価
が
、
加
え
ら
れ
て
良
い

よ
う
に
思
う
。

.品.，、
国
連
と
日
本
政
府
が
積
極
的

に
推
進
す
る
教
育

国
連
は
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
か
ら
「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界

計
画
」
へ
と
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
中

で
、
二

O
一
一
年
十
二
月
、
新
た
に
、
「
人

権
教
育
及
び
研
修
に
関
す
る
国
連
宣
言
」

を
採
択
し
た
。
宣
言
は
、
「
人
権
の
侵
害

及
び
濫
用
の
予
防
、
な
ら
び
に
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
、
人
種
差
別
主
義
、
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
化
、
憎
悪
の
煽
動
、
な
ら
び

に
こ
れ
ら
の
根
底
に
あ
る
有
害
な
態
度
と

偏
見
に
対
す
る
闘
い
と
そ
の
根
絶
に
貢
献

す
る
こ
と
」
等
を
目
的
と
し
て
、
「
教
師
、

研
修
講
師
、
そ
の
他
の
教
育
者
、
な
ら
び

に
国
を
代
表
し
て
活
動
す
る
人
々
の
た
め

の
人
権
に
関
す
る
十
分
な
研
修
を
促
進
す

る
」
(
第
六
条
四
)
(
福
田
弘
氏
に
よ
る
仮

訳
)
ょ
う
求
め
て
い
る
。

日
本
政
府
は
、
「
同
和
問
題
に
関
す
る

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
教
育
及
び
啓

発
」
を
「
人
権
教
育

・
人
権
啓
発
の
事
業

に
再
構
成
し
て
推
進
す
る
」
(
「
同
和
問
題

の
早
期
解
決
に
向
け
た
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
」
閣
議
決
定
一
九
九
六
年
)
と
位
置

づ
け
、
日
本
に
お
け
る
(
戦
前
か
ら
営
ま

れ
て
き
た
)
人
権
教
育
の
成
果
と
蓄
積
を
、

国
際
的
な
人
権
教
育
の
潮
流
と
、
統
合
さ

せ
て
き
た
。

日
本
は
、
国
連
や
人
権
理
事
会
の
政
策

を
支
え
る
主
要
国
の
一
つ
で
も
あ
る
。
「
人

権
教
育
の
た
め
の
世
界
計
画
決
議
」
、
そ

の
第
二
フ
ェ
ー
ズ
行
動
計
画
で
は
、
共
同

提
案
国
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
日
本
が
世

界
的
に
見
て
、
人
権
教
育
を
積
極
的
に
推

進
す
る
代
表
的
な
国
の

一
つ
で
あ
る
こ
と

を
心
に
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

七

社
会
が
課
題
を
共
有
す
る
教

育
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
(
閣
議
決
定
二

O
O
二
年
)
」
は
、
人

権
に
関
す
る
個
別
的
課
題
と
し
て
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問
題
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、

H
I
V
感
染

者
等
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
等
、

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
、
犯
罪
被
害
者

等
」
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
、
を
明
記
し
た
。
(
二

O
一
一
年
、
閣

議
決
定
を
経
て
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
詑

致
問
題
等
」
が
加
わ
る
)

日
本
政
府
は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
撤

廃
決
議
」
(
国
連
人
権
理
事
会
二

O
O
八

年
)
の
主
提
案
国
と
な
る
な
ど
、
ハ
ン
セ

ン
病
政
策
の
誤
り
(
二

O
O
一
年
五
月
十

一
日
熊
本
地
裁
判
決
)
を
認
め
た
上
で
な

お
、
国
際
社
会
で
主
導
的
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
第
二
次
岡
山
県
人
権

教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
も
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
や
性
的
少
数
者
の
人
権
な
ど
、

細
や
か
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

人
権
に
関
す
る
課
題
は
多
く
深
刻
で
あ

る
。
施
策
を
批
判
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
日
本
と
い
う
国
が
、
政
府
と

し
て
自
ら
課
題
を
国
内
外
に
公
表
し
、
教

育
的
課
題
と
し
て
施
策
を
推
進
す
る
社
会

で
あ
る
こ
と
は
、
誇
り
と
し
て
良
い
の
で

は
な
い
か
。
人
権
教
育
の
ど
こ
か
で
、
児

童
生
徒
、
保
護
者
の
方
に
、
こ
の
こ
と
に

触
れ
て
い
た
だ
け
な
い
も
の
か
と
思
う
。
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良
識
を
受
け
継
ぐ
教
育

民
法
第
九
十
条
は
「
公
の
秩
序
文
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る

無
効
と
す
る
」
と
定
め
る
。
普
段
は
気
に

と
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
の
条
文
が
、

水
俣
病
判
決
で
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
が
あ
る
。

熊
本
地
裁
判
決
(
一
九
七
三
年
三
月
二

十
日
)
は
、
水
俣
病
に
苦
し
み
、
職
を
失

っ
た
被
害
者
た
ち
が
、
加
害
会
社
側
が
示

し
た
(
理
不
尽
な
)
見
舞
金
契
約
を
、
自

治
体
の
長
や
議
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
、

実
印
を
も
っ
て
締
結
し
た
。
し
か
し
判
決

は
、
「
被
害
者
で
あ
る
患
者
な
い
し
は
そ

の
近
親
者
の
無
知
と
経
済
的
窮
迫
状
態
に

乗
じ
て
、
生
命
、
身
体
の
侵
害
に
対
す
る

補
償
額
と
し
て
は
極
端
に
低
額
の
見
舞
金

を
支
払
い
、
そ
の
か
わ
り
に
、
損
害
賠
償

請
求
権
を
一
切
放
棄
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
民
法
第
九
十
条
に
い
わ
ゆ
る
公
序

良
俗
に
違
反
す
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
無
効
で
あ
る
」

と
結
論
づ
け
た
。

加
害
者
を
告
発
す
る
こ
と
が
、
人
権
教

育
の
全
て
で
は
な
い
。
良
識
に
従
い
、
栄

誉
を
求
め
ず
、
被
害
者
の
「
痛
み
」
に
寄

り
添
い
、
行
動
す
る
。
そ
の
よ
う
な
自
律

的
な
規
範
を
有
す
る
人
の
存
在
に
触
れ
る

こ
と
も
、
同
様
に
重
要
で
あ
る
。

水
俣
病
の
発
見
者
、
細
川
一
は
、
そ
の

人権教育の推進について喧)集

よ
う
な

一
人
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
付

属
病
院
長
で
あ
り
な
が
ら
、
自
社
の
過
失

を
原
因
と
す
る
被
害
の
真
実
を
会
社
に
報

告
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
職
を

辞
す
る
が
、
第
二
水
俣
病
の
現
地
調
査
に

参
加
す
る
中
で
、
か
つ
て
公
表
し
な
か
っ

た
自
身
を
悔
い
、
病
の
中
、
熊
本
地
裁
判

決
を
決
定
づ
け
る
証
言
に
立
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
人
物
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
官
僚
(
医
務
局
長
)
で
あ
っ
た
大
谷

藤
郎
は
、
裁
判
で
、
行
政
の
責
任
者
の
一

人
で
あ
り
な
が
ら
、
国
の
過
失
を
認
め
る

証
言
を
行
い
、
こ
れ
が
、
原
告
勝
訴
に
導

く
決
定
的
な
証
拠
と
な
っ
た
。
ま
た
、
犀

川
一
夫
は
、
戦
後
、
世
界
の
趨
勢
が
在
宅

治
療
へ
向
か
う
中
、
日
本
の
施
策
が
こ
れ

に
逆
行
し
て
い
る
こ
と
に
悩
み
、
国
立
療

養
所
の
医
師
の
職
を
辞
し
て
、
生
涯
を
在

宅
治
療
に
捧
げ
た
。

時
と
場
所
を
違
え
る
が
、
哲
学
者
の
ハ

ン
ナ
・
ア

l
レ
ン
ト
は
、
ナ
チ
ス
支
配
下

で
生
命
の
危
険
を
顧
み
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
を

匿
っ
た
人
々
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
行
為

し
た
の
か
と
問
い
、
彼
ら
が
、
「
自
分
と

仲
違
い
せ
ず
に
生
き
て
ゆ
け
る
限
度
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
と
問
う
」
た
か
ら
だ
と
、

指
摘
し
た
。
「
殺
人
者
で
あ
る
自
分
と
と

も
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
考

え
」
た
が
故
に
、
と
い
う
の
で
あ
る

T
U
。

戦
争
の
惨
禍
、
飢
餓
、
難
民
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
い
じ
め
問
題
、
遠
く
で
、
そ
し

て
目
の
前
に
あ
っ
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

す
る
か
、
何
か
し
ら
の
行
為
・
行
動
を
起

こ
そ
う
と
す
る
の
か
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
、

社
会
の
良
識
と
秩
序
を
、
市
民
、
市
井
の

人
々
の
側
か
ら
支
え
て
ゆ
く
と
い
う
、
市

民
社
会
の
根
源
的
課
題
で
あ
る
。

児
童
生
徒
が
自
身
の
問
題
と
し
て
自
問

し
、
人
の
痛
み
に
思
い
を
ょ
せ
、
傾
聴
し

共
感
す
る
、
想
像
し
受
容
す
る
体
験
を
、

数
多
く
、
繰
り
返
し
組
み
入
れ
る
教
育
プ

ロ
セ
ス
が
、
大
切
で
あ
る
よ
う
に
、
思
わ

れ
る
。

九

淘
汰
さ
れ
な
い
教
育

人
権
教
育
は
、
競
争
や
読
弁
に
晒
さ
れ
、

利
発
な
言
葉
に
支
配
さ
れ
、
淘
汰
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
、
教
育
で
は
な
い
。
瞬
く

聞
に
児
童
生
徒
を
変
え
る
奇
跡
の
よ
う
な
、

教
育
で
も
な
い
。
素
朴
で
誠
実
に
、
そ
れ

で
い
て
高
度
な
専
門
性
を
も
っ
て
取
り
組

ま
れ
る
教
育
で
あ
る
。

教
育
基
本
法
第
九
条
に
、
「
自
己
の
崇

高
な
使
命
を
深
く
・自
覚
し
」
と
あ
る
。
人

権
教
育
に
責
任
を
持
ち
、
将
来
の
市
民
を

育
て
る
教
師
を
念
頭
に
お
く
な
ら
ば
、
「
崇

高
な
使
命
」
の
語
と
い
え
ど
も
、
言
い
過

ぎ
は
な
い
と
、
思
う
の
で
あ
る
が
、
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

牢

1 

梅
野
正
信
『
裁
判
判
決
で
学
ぶ
日
本
の
人
権
』
明
石
書
庖
、

2
0
0
6
年
、
ロ
頁
。

同
「
学
校

・
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
」
『
兵
庫
教
育
』

7
0
5
、
兵

庫
県
立
教
員
研
修
所
、

2
0
0
9
年
、
初
1
お
頁
。
「
人
権
尊
重
の
精
神
を
溜
養
し
人
権
感
覚

の
育
成
を
目
指
す
教
育
活
動
の
推
進
」
『
人
権
教
育
は
今
』
口
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、

2
0
1
0
年、

2
1
3
頁。

* 2 * 3 

同
「
裁
判
の
中
の
"
性
と
生
“

3
」

1
0
6
1
1
1
1
頁

* 4 

同
「
教
育
管
理
職
の
た
め
の
法
常
識
講
座
部
」

円

ノ

臼

円

ぺ

U
ず
三
え

r
D
p
n
u
E
A
 

* 5 

同
「
人
権
教
育
資
料
の
分
析
的
研
究
1
」

m
i
羽頁。

『季
刊
セ
ク
シ
ユ
ア
リ
テ
ィ
』
却
、
2
0
0
7
年
、
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『
季
刊
教
育
法
』

1
5
1
、
2
0
0
6
年、

『
上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
目
、

2
0
1
2
年、
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* 6 

ハ
ン
ナ

・
ア
l
レ
ン
ト
「
独
裁
体
制
の
も
と
で
の
個
人
の
責
任
」

房、

2
0
0
7
年
、
日
頁
。

7 

『
責
任
と
判
断
』
筑
摩
書


